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 「断熱工法について 天井の断熱施工（桁上断熱）」ガラス繊維協会ウェブサイト
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天井の下地を組む前に、外壁にグラ
スウールを充塡する。防湿フィルムの
耳は桁に30mm以上重ねて留め、グ
ラスウールがずり落ちないように、上
から石膏ボード等で押さえて留め付
ける。
下がり壁にグラスウールを充塡し、グ
ラスウールに付属する防湿フィルムの
耳を、胴差しや下地の見付け面に
30mm以上重ねて留め付ける。→「外
壁」の施工手順③を参照
2階の床合板と胴差しの取合い部に
隙間ができないように、発泡ウレタン
かコーキング材等でシール処理する。
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防湿フィルムの耳を
桁に 30ｍｍ以上重ね
て留め、上から石膏
ボード等を張り、押
さえ留める

防湿フィルムの耳を
桁に 30ｍｍ以上重ね
て留め、上から石膏
ボード等を張り、押
さえ留める

下がり壁部分にグラス
ウールを充塡し、胴差
し等に防湿フィルムの
耳を留め付ける

下がり壁部分にグラス
ウールを充塡し、胴差
し等に防湿フィルムの
耳を留め付ける
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